
 

2022年 11月８日 

 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 コ ロ ワ イ ド 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  野 尻  公 平 

（ コ ー ド 番 号  7 6 1 6  東 証 プ ラ イ ム 市 場 ） 

問 合 せ 先 執行役員経営企画本部長  竹 島  隆 仁 

（ T E L   0 4 5 - 2 7 4 - 5 9 7 0 ） 

 

 

その他の営業費用（減損損失）、金融収益（為替差益）、 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2023 年３月期第２四半期連結会計期間において、その他の営業費用（減損損失）、金融収益

（為替差益）を下記の通り計上する見込みとなりましたのでお知らせ致します。 

また、最近の業績動向を踏まえ、2022年５月 12日公表の 2023年３月期の通期連結業績予想を下記の通

り修正致しましたので併せてお知らせ致します。 

 

記 

1. その他の営業費用（減損損失）の計上 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当期第２四半期連結会計期間におきまして、店舗固定

資産に対し新たに 409百万円の減損損失を計上する見込みです。これは主として、当社連結子会社であ

る㈱レインズインターナショナルにおいて、コロナ禍の影響を踏まえた売上動向や店舗立地を見極めた

結果、閉店を決議するに至った直営店に対する追加の会計処理（減損損失の計上）を実施したことによ

るものです。 

 

2. 金融収益（為替差益）の計上 

 為替相場の急激な変動に伴い、当期第２四半期連結会計期間におきまして、為替差益を金融収益とし

て 605百万円計上する見込みです。これは国内グループ会社が保有する海外グループ会社に対する外貨

建て貸付金を、当期第２四半期連結会計期間末の為替レートで評価替えしたことによるものです。 

 

3. 通期連結業績予想の修正 

(1) 2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

(注１) 事業利益 = 「売上収益 - 売上原価 - 販売費及び一般管理費」により計算しております。 

(注２) EBITDA = 「事業利益 + 減価償却費及び償却費（使用権資産の減価償却費を除く）」により計算

しております。 

 
売上収益 事業利益 EBITDA 当期利益 

親会社の所有者

に帰属する当期

利益 

基本的1株当た

り当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（A） 247,127 9,293 17,674 3,075 1,342 10.14 

今回修正予想（B） 231,373 4,860 13,129 1,640 271 △2.86 

増減額（B-A） △ 15,754 △ 4,433 △4,545 △1,434 △1,071  

増減率（％） △ 6.4 △ 47.7 △25.7 △ 46.7 △ 79.8  

(ご参考）前期実績 

（2022年3月期） 

175,627 6,133 14,416 3,068 1,437 11.31 



 

(2) 修正の理由 

2023年３月期の通期連結業績に関しましては、当初、2022年３月 21日に蔓延防止等重点措置が解

除されたことを受け、当期上半期にかけて個人消費が段階的に回復に向かうことを想定しておりまし

た。しかしながら５月以降の個人消費の回復が当初見込みよりも弱含んでいたことや、７月以降、新

型コロナウイルスの新規感染者数が過去最高水準に増加するなどした「第７波」の影響、資源・エネ

ルギー等の価格高騰やインフレの進行により、消費行動を抑制する傾向が再び見られるようになった

ことなどから、前述のとおり 2023年３月期通期連結業績予想数値の修正を致します。 

他方、足元における売上収益は回復傾向にあり、今後は段階的に増加していくものと見込んでおり

ます。これまで継続的に取組んで参りました固定費の削減及び限界利益率の引き上げに加え、客単価

向上の施策、また冬場にかけての感染拡大の懸念はあるものの、政府の総合経済対策やインバウンド

などの経済の自律回復もあり、当下半期におきましては、当上半期に比して事業収益性の向上を見込

んでおります。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであり、

実際の業績は、様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


